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事務事業名 骨粗しょう症予防検診 事業番号 011-179

担当部署名 健康福祉 健康 健康医療推進

令和３年度　事務事業評価シート（１）

[ 令和2年度事務事業 ]
一般会計 事務事業分類 A　一般事務事業
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事業の概要

Ⅰ．基本情報

有 取組 生活習慣病の啓発、対策の推進

事業の位置付け

1

堺市基本

計画

2025

施策

との

関連

有・無 戦略

取組の方向性 ②生活習慣病の発症予防・重症化の予防

ゴール⑶すべての人に健康と福祉を ターゲット

寄与

する

KPI

有・無

無 現状値 ― 目標値

有

―

3.4

―

施策2.人生100年時代の健康・福祉 ～Well－being～ (1) 健康で長生きできる都市の実現

実施根拠
健康増進法、堺市骨粗しょう症予防検診事業の実施に関する要綱

（根拠法令、条例等）

指標名 ―

2 関連計画 健康さかい２１（第2次）

事業開始年度 平成 6

無 現状値 ― 目標値 ―

堺市SDGs

未来都市

計画

施策

との

関連

有・無

寄与

する

KPI

ゴール

有・無 指標名

事業の実施主体
（実施主体となる団体等）

本庁、各区（保健センター）

点検年度 令和 7 年度

6
事業の対象
（対象とする人や物、対象数）

18歳以上の堺市民（約70.2万人）

公民連携・協働事業

7
事業の目的
（事業実施によりめざす状態）

骨密度が低下すると些細なことで骨折することが多くなり、治療で寝たきりの状態になることが多い。

骨密度は20歳前後を境に低下していくため、若い世代（18歳時）より現状の骨密度を適切に把握し、健康指導・治

療につなげることで市民の健康の保持増進を図る。

5

Ⅱ．事業目的の達成状況

8

事業内容

（目的を達成するための手

段）

※スケジュール、実施方法・手

段、事業規模・回数など

各保健センターにおいて2か月に1回程度の検診日を設定し、市民が申し込みを行い骨密度の測定を実施。

検診結果に応じて保健師又は管理栄養士がその場で指導を行う。

自己負担金：640円（市民税非課税世帯・生活保護世帯等の方は事前に保健センターへ申請すれば無料）

主な支出先（委託・補助金・負担金等）

※国・府の基準より上回って実

施した内容を具体的に記載

事業の成果や活動実績の測定
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成果指標(目的の達成状況を測定) 単位
実績 目標 目標

受診者数 人

目標値 - 1,000 1,000 1,000

当該指標を選定した理由 骨密度を適切に把握し、健康指導・治療につなげることで市民の健康の保持増進を図るため。

令和元年度 令和2年度 令和3年度

骨粗しょう症予防検診の実施回数 回

令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和7年度 

点検年度

46%

目標値の設定根拠・算出方法 令和元年度実績を基準とし、受診者数増加を目標とする。（延べ人数）

実績値 866 461

達成率 -

実績値 47 35

達成率 100% 80%

当該指標を選定した理由 検診受診の機会を適切に確保するため。

目標値の設定根拠・算出方法 保健センターにおいて、2か月に1回の検診実施を目標とする。

12

活動指標(成果を上げるための手段) 単位
実績 目標

目標値 47 44 42
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事務事業名 骨粗しょう症予防検診 事業番号 011-179

令和3年度　事務事業評価シート（２）
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項　　　目
平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度

Ⅲ．投入量
事業コスト （単位：千円）

事業費  (a)

市債

決算 決算 予算 決算 予算

財

源

内

訳

国支出金 260 186 193

407 1,286 1,681 1,178 1,332

180 193

府支出金　

受益者負担金(使用料、手数料等）　

その他

年間経費(ｃ)=(a)+(ｂ) 3,207 4,056 4,641 4,138 4,292

事業費の内訳 （単位：千円）

一般財源 147 1,100 1,488 998 1,139

人件費  （ｂ） 2,800 2,770 2,960 2,960 2,960

16

事

業

費

内

訳

項　　　目 年度 事業費
うち

一般財源
項　　　目 年度

9

R2 決算 824 644

R3 予算 0 0 R3 予算

R2 決算 6 6

会計年度任用職員報酬
R2 決算 145 145

手数料（枠）
R2 決算

事業費

0

R3 予算 0 0 R3 予算 9

消耗品費（枠）
R2 決算 79 79

その他使用料及び賃借料（枠）
R2 決算

費用弁償（通勤費）

R3 予算 434 434 R3 予算

R3 予算 23 23 R3 予算
印刷製本費（枠）

R2 決算 29 29 決算

③ 単位当たり経費（②÷①×1,000円） 円/単位

② 上記①にかかる年間経費 千円

備考（算出についての説明等）

通信運搬費（枠）
R2 決算 1 1 R2 決算

① 受診者数 人

Ⅳ．事業の効率性
単位当たり経費

17

KPI等への寄与（基本計画等のKPI・取組の方向性や事業の目的の達成にどのように寄与したか）

19

検診体制を整備しているため、希望する者全員の受診が達成できている。

骨密度測定の機会と同時に健康相談を行い、保健師又は管理栄養士などの専門職が生活習慣などの指導を行い、市民の健康の保持増進に寄与

している。

Ⅴ．評価
費用対効果に係る所見

18

新型コロナウイルス感染症に伴う緊急事態宣言の発出により、令和2年4月～6月の検診実施の見合わせを行った。

また、市民の検診受診控えも影響し、令和2年度の受診者数は減少した。

単位あたり経費は前年度を上回る結果となった。

予算

超音波骨密度測定装置保守業

務 824 631

94 94

30 30

R2

12 12 R3 予算

単位区　　分 令和元年度

866

4,056

4,684

令和2年度

461

4,138

8,976

R3

うち

一般財源

0


